
﹇
論
文
要
旨
﹈
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本
研
究
の
目
的
は
、
石
器
の
使
用
痕
分
析
に
よ
り
柳
田
國
男
旧
蔵
考
古
資
料
に
ふ
く
ま
れ
る
石
器

の
利
用
法
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
資
料
そ
の
も
の
の
真
贋
鑑
定
、
使
用
法
・
岩
石
・
器
種
構

成
か
ら
み
た
収
集
地
の
推
定
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
徴
の
評
価
を
お
こ
な
う
こ
と
に
あ
る
。
分
析
対

象
は
、
装
飾
品
・
自
然
礫
・
コ
ハ
ク
を
の
ぞ
く
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
石
器
全
点
（
四
三
点
）
で
あ
る
。

分
析
方
法
は
、
石
器
使
用
痕
分
析
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
高
倍
率
法
を
採
用
し
た
。
分
析
の
結
果
、
以

下
の
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

（
一
）
石
匙
一
点
（
A‒

624‒

5‒

2
、
出
土
地
不
明
）、
石
錐
一
点
（
A‒

624‒

1‒

9
、
出
土

地
不
明
）、
磨
製
石
斧
二
点
（
A‒

624‒

3‒

6
、
ソ
ロ
イ
ヨ
フ
カ
出
土
、
A‒

624‒

8‒

9
、
出

土
地
不
明
）
の
四
点
に
明
確
な
使
用
痕
光
沢
面
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
磨
製
石
斧
一
点

（
A‒

624‒

4‒

4
、
出
土
地
不
明
）
の
刃
部
及
び
基
部
に
黒
色
物
質
の
付
着
が
確
認
さ
れ
た
。

（
二
）石
錐
は
、硬
質
の
動
物
質
資
源（
貝
殻
ま
た
は
角
・
骨
）の
穿
孔
に
用
い
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

硬
質
頁
岩
製
で
あ
り
、
東
北
地
方
や
北
海
道
南
部
で
採
集
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
三
）
石
匙
は
、
イ
ネ
科
草
本
や
木
の
切
断
・
鋸
引
き
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で

柳
田
國
男
旧
蔵
考
古
資
料
に
お
け
る
石
器
の
使
用
痕
分
析

U
se-w

ear A
nalysis of Stone Tools in K

unio Yanagita’s C
ollection P

reserved in the N
ational M

useum
 of Japanese H

istory

T
A

K
A

SE
 K

atsunori

は
じ
め
に

❶
分
析
の
対
象
と
方
法

❷
分
析
結
果

❸
考
察

お
わ
り
に

高
瀬
克
範

知
ら
れ
て
い
る
縄
文
文
化
の
石
匙
と
同
様
の
使
用
法
で
あ
り
、
な
お
か
つ
硬
質
頁
岩
製
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
東
北
地
方
や
北
海
道
南
部
で
収
集
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
四
）
磨
製
石
斧
は
、
木
に
対
し
て
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
縦
斧
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
と

横
斧
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
の
双
方
が
あ
る
。

（
五
）
ト
ゥ
ー
ル
が
七
割
以
上
を
し
め
る
石
器
組
成
か
ら
み
て
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
人
為
的
な
選

択
が
働
い
て
い
る
。

（
六
）
使
用
痕
光
沢
面
や
付
着
物
の
存
在
、
お
よ
び
石
器
表
面
の
風
化
の
状
況
か
ら
、
資
料
は
贋
作

で
は
な
い
。

　

サ
ハ
リ
ン
出
土
石
器
の
高
倍
率
法
に
よ
る
使
用
痕
分
析
は
、
本
稿
が
初
例
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

地
域
の
資
料
に
つ
い
て
も
使
用
痕
分
析
の
有
効
性
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
今
後
、
新
石
器
時
代
や
オ

ホ
ー
ツ
ク
文
化
な
ど
の
経
済
の
解
明
に
こ
の
手
法
が
役
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
柳
田
國
男
、
石
器
使
用
痕
分
析
、
サ
ハ
リ
ン
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
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は
じ
め
に

　

本
研
究
の
目
的
は
、柳
田
國
男
旧
蔵
考
古
資
料
に
ふ
く
ま
れ
る
石
器
の
利
用
法
を
、

石
器
表
面
に
の
こ
さ
れ
た
使
用
痕
の
観
察
か
ら
解
明
す
る
点
に
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、

資
料
そ
の
も
の
の
真
贋
鑑
定
、
使
用
法
・
岩
石
・
器
種
構
成
か
ら
み
た
収
集
地
の
推

定
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
徴
に
つ
い
て
も
評
価
す
る
。

❶
分
析
の
対
象
と
方
法

（
一
）
分
析
対
象

　

分
析
対
象
は
、
柳
田
國
男
旧
蔵
考
古
資
料
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）
に
ふ
く

ま
れ
る
す
べ
て
の
石
器
（
石
製
の
装
飾
品
、
原
石
・
自
然
礫
、
コ
ハ
ク
を
の
ぞ
く
）

で
あ
る
。
本
資
料
の
整
理
台
帳
に
し
た
が
っ
て
器
種
・
岩
石
の
分
類
を
記
入
し
、
一

覧
表
を
作
成
し
た
（
表
1
）。
表
1
に
し
め
す
と
お
り
、
分
析
対
象
の
資
料
総
数
は

四
三
点
で
あ
る
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
性
格
上
、
資
料
の
採
集
地
は
広
範
囲
に
お
よ
ん

で
お
り
、所
属
時
期
も
ひ
ろ
い
範
囲
に
ま
た
が
っ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
（
詳
細
は
、

本
号
所
収
の
調
査
活
動
報
告
を
参
照
）。

（
二
）
分
析
方
法

　

使
用
痕
分
析
の
手
法
は
、
石
器
の
使
用
部
位
や
運
動
方
向
だ
け
で
な
く
、
被
加

工
物
も
一
定
程
度
推
定
が
可
能
で
あ
る
点
で
利
点
の
大
き
い
高
倍
率
法
〔K

eeley, 

1977, 1981

〕
を
採
用
し
た
。
表
面
の
油
脂
を
エ
タ
ノ
ー
ル
で
除
去
し
た
の
ち
、
同

軸
落
射
照
明
付
き
金
属
顕
微
鏡
（O

LY
M

PU
S　

BX
‒FM

、
総
合
倍
率
一
〇
〇

〜
五
〇
〇
倍
）
を
用
い
て
資
料
を
観
察
し
た
。
写
真
撮
影
は
、
こ
の
顕
微
鏡
に

装
着
し
た
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
（O

LY
M

PU
S CA

M
ED

IA
 C‒4040 ZO

O
M

、

A‒

624‒

1‒

9
の
みO

LY
M

PU
S D

P‒21

）
に
よ
っ
て
お
こ
な
っ
た
。
使
用
痕

光
沢
面
（
ポ
リ
ッ
シ
ュ
）
の
分
類
は
梶
原
・
阿
子
島
〔
一
九
八
一
〕
お
よ
び
阿
子
島

〔
一
九
八
九
〕
に
よ
る
パ
タ
ー
ン
認
識
に
し
た
が
っ
た
が
、
独
特
な
外
観
を
呈
す
る

黒
曜
石
製
石
器
の
使
用
痕
光
沢
面
に
関
し
て
は
御
堂
島
〔
一
九
八
六
〕
を
参
照
し
た
。

ま
た
、
剥
片
石
器
の
実
験
結
果
と
は
や
や
異
な
る
使
用
痕
光
沢
面
や
そ
の
形
成
過
程

が
想
定
さ
れ
る
石
斧
に
つ
い
て
は
、
斎
野
〔
一
九
九
八
〕、
高
瀬
〔
二
〇
〇
七
〕
に
よ

る
分
類
を
参
照
し
た
。

　

本
稿
で
は
記
述
の
便
宜
の
た
め
、
実
測
図
平
面
図
の
う
ち
左
側
に
描
か
れ
た
面
を

ａ
面
、
右
側
に
描
か
れ
た
面
を
ｂ
面
と
す
る
。

❷
分
析
結
果

　

全
分
析
対
象
四
三
点
の
う
ち
四
点
の
資
料
に
明
確
な
使
用
痕
光
沢
面
が
確
認
さ
れ

た
。
使
用
痕
光
沢
面
の
検
出
率
は
九
．三
％
で
あ
る
。
以
下
、
個
々
の
資
料
ご
と
に

分
析
結
果
を
詳
述
す
る
。

（
一
）
剥
片
石
器

　

石
鏃
、
尖
頭
器
、
石
匙
、
石
錐
、
楔
形
石
器
の
ほ
か
、
剥
片
、
二
次
加
工
あ
る
剥

片
、
使
用
痕
あ
る
剥
片
が
ふ
く
ま
れ
る
。
利
用
さ
れ
て
い
る
岩
石
・
鉱
物
は
、
黒
曜

石
、
硬
質
頁
岩
、
頁
岩
、
安
山
岩
、
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
、
砂
質
泥
岩
、
鉄
石
英
で
あ

る
（
表
1
）。
資
料
の
包
装
紙
の
注
記
か
ら
福
島
県
出
土
と
考
え
ら
れ
る
資
料
が
ふ

く
ま
れ
て
い
る
。

ａ
．
A‒

624‒

1‒

6
（
図
1‒

4
）

　

長
さ
六
．九
㎝
で
明
確
な
茎
を
有
す
る
安
山
岩
製
の
尖
頭
器
で
あ
る
。
肉
眼
観
察
・

顕
微
鏡
観
察
に
お
い
て
明
確
な
使
用
痕
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

ｂ
．
A‒
624‒

1‒

7
①
（
図
1‒

5
）

　

硬
質
頁
岩
製
の
石
鏃
（
未
製
品
？
）
で
あ
る
。
二
次
加
工
は
器
体
の
奥
部
に
ま
で
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［柳田國男旧蔵考古資料における石器の使用痕分析］……高瀬克範

No. 収蔵番号 器種 長さ 
（cm）

幅 
（cm）

厚さ 
（cm）

重量 
（g） 岩石 使用痕 図版番号 写真 備考

1 A‒624‒1‒2 打製石斧 11.6 5.3 2.4 184.0 片岩 なし 第 1 図 1 「信濃」
2 A‒624‒1‒3 打製石斧 10.3 6.1 2.8 234.9 ホルンフェルス なし 第 1 図 2 「信」
3 A‒624‒1‒4 打製石斧 9.1 3.4 1.3 57.0 緑色凝灰岩 なし 第 1 図 3 「高田馬場」
4 A‒624‒1‒6 尖頭器 6.9 3.1 0.9 14.9 安山岩 なし 第 1 図 4
5 A‒624‒1‒7 ① 石鏃（未製品 ?） 3.1 1.7 0.5 2.6 硬質頁岩 なし 第 1 図 5
6 A‒624‒1‒7 ② 石鏃 2.1 1.5 0.4 1.1 硬質頁岩 なし 第 1 図 6
7 A‒624‒1‒8 ① 尖頭器 5.8 2.6 0.7 7.3 硬質頁岩 なし 第 1 図 7
8 A‒624‒1‒8 ② 二次加工剥片 1.9 1.6 0.5 1.2 硬質頁岩 なし 第 1 図 8
9 A‒624‒1‒8 ③ 二次加工剥片 2.0 1.8 0.3 1.2 硬質頁岩 なし 第 1 図 9
10 A‒624‒1‒9 石錐 3.5 1.1 0.7 2.8 硬質頁岩 G または D タイプ，縁

辺に対して直交方向の
線状痕

第 1 図 10 
第 5 図１

写真1‒1～3

11 A‒624‒1‒10 ① 剥片 2.7 2.4 0.8 3.6 硬質頁岩 なし 第 1 図 11
12 A‒624‒1‒10 ② 楔形石器 2.1 2.5 1.8 8.1 メノウ なし 第 1 図 12
13 A‒624‒2‒3 ① 剥片 2.6 2.5 0.7 4.3 硬質頁岩 なし 第 1 図 13 「福島県伊達郡半

田村」
14 A‒624‒2‒3 ② 剥片 1.9 1.1 0.4 0.6 頁岩 なし 第 1 図 14 「福島県伊達郡半

田村」
15 A‒624‒2‒3 ③ 楔形石器 3.1 2.5 0.6 4.3 頁岩 なし 第 1 図 15 「福島県伊達郡半

田村」
16 A‒624‒3‒2 磨製石斧 10.5 5.8 2.4 205.0 緑色凝灰岩 なし 第 1 図 16
17 A‒624‒3‒3 磨製石斧 14.3 4.0 3.1 319.0 蛇紋岩 なし 第 1 図 17
18 A‒624‒3‒4 磨製石斧 16.5 7.8 2.7 634.0 蛇紋岩 なし 第 2 図 1 「ソロイヨフ」
19 A‒624‒3‒5 磨製石斧 12.0 6.4 2.6 338.8 砂岩 なし 第 2 図 2
20 A‒624‒3‒6 磨製石斧 8.5 4.6 4.4 270.4 砂岩 高瀬 1 類，2 類，3 類，ｂ

面で使用痕光沢面がよ
り広い範囲に分布す
る，刃部縁辺に対して
直交方向の線状痕

第 2 図 3 
第 5 図 3

写真2‒1～5「ソロイヨフカ」

21 A‒624‒3‒7 磨製石斧 8.5 5.7 2.9 184.8 安山岩 なし 第 2 図 4 「ソロ」
22 A‒624‒4‒2 ① 尖頭器 11.4 2.8 1.2 30.6 安山岩 なし 第 2 図 5
23 A‒624‒4‒2 ② 尖頭器 4.9 2.4 1.1 11.7 ホルンフェルス なし 第 2 図 6
24 A‒624‒4‒2 ③ 尖頭器 5.5 2.8 1.0 19.0 砂質泥岩 なし 第 2 図 7
25 A‒624‒4‒2 ④ 削器 6.4 2.7 1.1 19.0 安山岩 なし 第 2 図 8
26 A‒624‒4‒4 磨製石斧 9.8 5.1 3.8 357.4 透閃石 刃部・基部に黒色物質

付着
第 2 図 9 
第 5 図 5

写真 2‒8

27 A‒624‒4‒6 磨製石斧 10.2 6.0 3.2 300.5 蛇紋岩 なし 第 2 図 10
28 A‒624‒5‒2 石匙 7.9 3.9 0.8 21.0 硬質頁岩 Ａ，Ｂタイプ，さまざま

な方向の線状痕がある
が縁辺に対して平行・
斜行方向が優勢

第 3 図 1 
第 5 図 2

写真1‒4～8

29 A‒624‒5‒9 ① 磨製石斧 6.5 3.6 1.2 49.3 透閃石 なし 第 3 図 2 「前山」
30 A‒624‒5‒9 ② 磨製石斧 6.2 3.9 1.7 81.2 安山岩 なし 第 3 図 3
31 A‒624‒5‒9 ③ 磨製石斧 4.3 3.2 1.2 28.6 安山岩 肉眼観察で，後主面に

刃縁に対して直行方向
の線状痕が認められる

第 3 図 4

32 A‒624‒6‒3 ① 磨製石斧 8.1 5.6 3.0 237.5 火成岩 なし，敲石に転用 ? 第 3 図 5
33 A‒624‒6‒3 ② 磨製石斧 5.4 4.0 2.7 103.7 ホルンフェルス なし 第 3 図 6
34 A‒624‒6‒5 使用痕のある礫 8.2 2.4 2.1 238.5 砂岩 なし 第 3 図 7
35 A‒624‒6‒6 ① 石鏃 1.2 0.3 0.4 0.4 黒曜石 なし 第 3 図 8
36 A‒624‒6‒6 ② 石鏃 0.9 0.3 0.3 0.3 黒曜石 なし 第 3 図 9
37 A‒624‒6‒7 ① 二次加工剥片 1.7 0.3 0.5 0.5 黒曜石 なし 第 3 図 10
38 A‒624‒6‒7 ② 剥片 1.0 0.3 0.5 0.5 鉄石英 なし 第 3 図 11
39 A‒624‒8‒5 磨製石斧 10.0 4.3 2.4 139.7 凝灰質泥岩 肉眼観察で，刃縁に対

してほぼ直行する方向
の線状痕が認められる

第 3 図 12

40 A‒624‒8‒6 尖頭器 5.1 2.5 0.8 8.1 黒曜石 なし 第 3 図 13
41 A‒624‒8‒8 砥石 11.1 3.3 1.0 57.5 凝灰岩 なし 第 3 図 14
42 A‒624‒8‒9 磨製石斧 6.7 4.0 2.2 83.2 火成岩 高瀬 3 類，a 面のほう

が若干奥まで分布す
る，刃部縁辺に対して
直交・平行方向の線状
痕が認められるが直交
が優勢

第 3 図 15 
第 5 図 4

写真2‒6・7

43 A‒624‒8‒10 磨製石斧 9.1 3.0 7.0 37.8 緑色凝灰岩 なし 第 3 図 16

表 1　分析結果・結果一覧
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真
1‒

3
）。
や
や
浅
く
不
明
瞭
に
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
た
め
石
器
表
面
に
も

と
も
と
存
在
し
た
凹
凸
が
使
用
痕
光
沢
面
形
成
後
も
残
存
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
、

使
用
時
に
生
じ
た
ク
ラ
ッ
ク
が
さ
ら
に
摩
耗
し
た
痕
跡
で
あ
る
可
能
性
も
の
こ
さ
れ

る
。

ｈ
．
A‒

624‒

1‒

10
①
（
図
1‒

11
）

　

硬
質
頁
岩
製
の
剥
片
で
あ
る
。
背
面
に
は
自
然
面
が
の
こ
る
。
肉
眼
観
察
・
顕
微

鏡
観
察
に
お
い
て
明
確
な
使
用
痕
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

ｉ
．
A‒

624‒

1‒

10
②
（
図
1‒

12
）

　

メ
ノ
ウ
製
の
楔
形
石
器
で
あ
る
。
ａ
面
に
自
然
面
が
の
こ
る
。
肉
眼
観
察
・
顕
微

鏡
観
察
に
お
い
て
明
確
な
使
用
痕
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

ｊ
．
A‒

624‒

2‒

3
①
（
図
1‒

13
）

　

硬
質
頁
岩
製
の
剥
片
で
あ
る
。
縁
辺
の
一
部
に
微
小
剥
離
痕
が
確
認
で
き
る
が
、

肉
眼
観
察
・
顕
微
鏡
観
察
に
お
い
て
は
明
確
な
使
用
痕
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

ｋ
．
A‒

624‒

2‒

3
②
（
図
1‒

14
）

　

頁
岩
製
の
剥
片
で
あ
る
。
肉
眼
観
察
・
顕
微
鏡
観
察
に
お
い
て
明
確
な
使
用
痕
は

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

ｌ
．
A‒

624‒

2‒

3
③
（
図
1‒

15
）

　

石
英
ま
た
は
メ
ノ
ウ
製
の
楔
形
石
器
で
あ
る
。
肉
眼
観
察
・
顕
微
鏡
観
察
に
お
い

て
明
確
な
使
用
痕
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

ｍ
．
A‒

624‒

4‒

2
①
（
図
2‒

5
）

　

長
さ
一
一
．四
㎝
と
大
型
の
安
山
岩
製
尖
頭
器
で
あ
る
。
茎
の
張
り
出
し
は
不
明

瞭
で
あ
る
。肉
眼
観
察
・
顕
微
鏡
観
察
に
お
い
て
明
確
な
使
用
痕
は
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。

ｎ
．
A‒

624‒

4‒

2
②
（
図
2‒

6
）

　

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
製
の
尖
頭
器
で
あ
る
。
茎
の
張
り
出
し
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
肉

眼
観
察
・
顕
微
鏡
観
察
に
お
い
て
明
確
な
使
用
痕
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

と
ど
い
て
お
ら
ず
、
ａ
・
ｂ
面
と
も
に
素
材
剥
片
の
自
然
面
・
剥
離
面
が
大
き
く
の

こ
っ
て
い
る
。
縁
辺
基
部
が
欠
損
し
て
い
る
が
サ
イ
ズ
が
比
較
的
大
き
い
た
め
、
石

鏃
の
未
製
品
や
尖
頭
器
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
肉
眼
観
察
・
顕
微
鏡
観
察
を
お
こ

な
っ
た
が
、
明
確
な
使
用
痕
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

ｃ
．
A‒

624‒

1‒

7
②
（
図
1‒

6
）

　

硬
質
頁
岩
製
の
石
鏃
で
あ
る
。
基
部
の
一
部
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
完
形
と

み
な
し
う
る
資
料
で
あ
る
。
肉
眼
観
察
・
顕
微
鏡
観
察
に
お
い
て
明
確
な
使
用
痕
は

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

ｄ
．
A‒

624‒

1‒
8
①
（
図
1‒

7
）

　

硬
質
頁
岩
製
の
尖
頭
器
で
あ
る
。
ａ
・
ｂ
面
と
も
に
素
材
剥
片
の
剥
離
面
が
大
き

く
残
存
し
て
い
る
。
肉
眼
観
察
・
顕
微
鏡
観
察
に
お
い
て
明
確
な
使
用
痕
は
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
。

ｅ
．
A‒

624‒

1‒

8
②
（
図
1‒

8
）

　

硬
質
頁
岩
製
の
二
次
加
工
剥
片
で
あ
る
。欠
損
資
料
で
あ
る
が
、削
器
な
ど
ト
ゥ
ー

ル
の
一
部
の
可
能
性
が
あ
る
。
肉
眼
観
察
・
顕
微
鏡
観
察
に
お
い
て
明
確
な
使
用
痕

は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

ｆ
．
A‒

624‒

1‒

8
③
（
図
1‒

9
）

　

硬
質
頁
岩
製
の
二
次
加
工
剥
片
で
あ
る
。
欠
損
資
料
で
あ
る
が
、
削
器
の
一
部
で

あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
肉
眼
観
察
・
顕
微
鏡
観
察
に
お
い
て
明
確
な
使
用
痕
は
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
。

ｇ
．
A‒

624‒

1‒

9
（
図
1‒

10
、
図
5‒

1
）

　

硬
質
頁
岩
製
の
石
錐
で
あ
る
。
肉
眼
で
は
、
刃
部
周
辺
に
黒
色
物
質
の
付
着
が
認

め
ら
れ
た
。
顕
微
鏡
下
で
は
、
刃
部
の
稜
線
上
に
比
較
的
明
る
く
平
坦
な
外
観
を
呈

す
る
使
用
痕
光
沢
面
が
認
め
ら
れ
た
（
写
真
1‒

1
〜
3
）。
縁
辺
や
光
沢
面
内
部

の
凹
部
に
は
ほ
と
ん
ど
丸
み
が
な
く
、
そ
ぎ
落
と
さ
れ
た
よ
う
な
外
観
を
呈
す
る
。

明
確
な
線
状
痕
が
と
も
な
い
、
そ
の
方
向
は
つ
ね
に
刃
部
縁
辺
に
対
し
て
直
交
方
向

で
あ
る
。
ま
た
、線
状
痕
に
対
し
て
直
交
方
向
に
溝
が
認
め
ら
れ
る
箇
所
も
あ
る（
写
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［柳田國男旧蔵考古資料における石器の使用痕分析］……高瀬克範

ｏ
．
A‒

624‒

4‒

2
③
（
図
2‒

7
）

　

砂
質
泥
岩
製
の
尖
頭
器
で
あ
る
。
茎
の
張
り
出
し
は
や
や
不
明
瞭
で
あ
る
。
肉
眼

観
察
・
顕
微
鏡
観
察
に
お
い
て
明
確
な
使
用
痕
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

ｐ
．
A‒

624‒

4‒

2
④
（
図
2‒

8
）

　

安
山
岩
製
の
削
器
で
あ
る
。
肉
眼
観
察
・
顕
微
鏡
観
察
に
お
い
て
明
確
な
使
用
痕

は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

ｑ
．
A‒
624‒
5‒

2(

図
3‒

1
、
図
5‒

2)

　

硬
質
頁
岩
製
の
石
匙
で
あ
る
。
肉
眼
観
察
で
は
素
材
剥
片
の
腹
面
を
中
心
に
摩
滅

が
み
と
め
ら
れ
る
。
顕
微
鏡
観
察
で
は
、
き
わ
め
て
な
め
ら
か
で
断
面
形
が
丸
み
を

帯
び
た
使
用
痕
光
沢
面
が
、
肉
眼
で
確
認
で
き
る
摩
滅
範
囲
と
ほ
ぼ
同
じ
範
囲
に
広

く
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
（
写
真
1‒

4
〜
8
）。
も
っ
と
も
発
達
し

て
い
る
ｂ
面
に
お
い
て
は
（
図
5‒
2
）、
パ
ッ
チ
が
連
続
し
て
面
的
に
使
用
痕
光

沢
面
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
ほ
か
（
写
真
1‒

4
〜
7
）、
ａ
面
右
側
縁

の
二
次
加
工
上
に
も
同
種
の
使
用
痕
光
沢
面
が
広
く
認
め
ら
れ
た
（
写
真
1‒

8
）。

使
用
痕
光
沢
面
上
の
線
状
痕
の
方
向
は
多
様
で
あ
る
が
、
縁
辺
に
対
し
て
平
行
・
斜

行
方
向
に
は
し
る
も
の
が
優
勢
で
あ
る
。

ｒ
．
A‒

624‒

6‒

6
①
（
図
3‒

8
）

　

黒
曜
石
製
の
石
鏃
で
あ
る
。
基
部
の
一
部
が
欠
損
し
て
い
る
。
肉
眼
観
察
・
顕
微

鏡
観
察
に
お
い
て
明
確
な
使
用
痕
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

ｓ
．
A‒

624‒

6‒

6
②
（
図
3‒

9
）

　

黒
曜
石
製
の
石
鏃
で
あ
る
。
基
部
の
一
部
が
欠
損
し
て
い
る
。
肉
眼
観
察
・
顕
微

鏡
観
察
に
お
い
て
明
確
な
使
用
痕
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

ｔ
．
A‒

624‒

6‒

7
①
（
図
3‒

10
）

　

欠
損
の
た
め
一
部
の
み
が
残
存
し
て
い
る
黒
曜
石
製
の
二
次
加
工
の
あ
る
剥
片
で

あ
る
。
肉
眼
観
察
・
顕
微
鏡
観
察
に
お
い
て
明
確
な
使
用
痕
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

ｕ
．
A‒

624‒

6‒

7
②
（
図
3‒

11
）

　

鉄
石
英
製
の
剥
片
で
あ
る
。
肉
眼
観
察
・
顕
微
鏡
観
察
に
お
い
て
明
確
な
使
用
痕

は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

ｖ
．
A‒

624‒

8‒

6
（
図
3‒

13
）

　

木
葉
形
の
黒
曜
石
製
尖
頭
器
で
あ
る
。
肉
眼
観
察
・
顕
微
鏡
観
察
に
お
い
て
明
確

な
使
用
痕
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
二
）
石
核
石
器
・
礫
石
器

　

石
斧
と
砥
石
が
ふ
く
ま
れ
る
。
磨
製
と
打
製
が
あ
り
、
岩
石
は
片
岩
、
ホ
ル
ン

フ
ェ
ル
ス
、
緑
色
凝
灰
岩
、
蛇
紋
岩
、
砂
岩
、
透
閃
石
、
凝
灰
質
泥
岩
、
種
類
不
明

の
火
成
岩
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
資
料
に
貼
付
さ
れ
た
ラ
ベ
ル
か
ら
、
出
土
地
が
東

京
都
、
長
野
県
、
サ
ハ
リ
ン
島
で
あ
る
こ
と
が
特
定
で
き
る
資
料
が
ふ
く
ま
れ
て
い

る
。
サ
ハ
リ
ン
島
出
土
資
料
は
、
一
九
〇
六
年
に
柳
田
が
同
地
を
訪
問
し
た
際
に
採

集
し
た
、
も
し
く
は
譲
り
受
け
る
な
ど
し
て
入
手
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
石

斧
の
技
術
形
態
学
的
特
徴
は
、
既
知
の
サ
ハ
リ
ン
出
土
石
斧
と
の
共
通
性
が
非
常
に

高
い
。
た
と
え
ば
、
断
面
が
方
形
・
長
方
形
と
な
る
柱
状
石
斧
﹇
A‒

624‒

3‒

3

（
図
1‒

17
）、
Ａ‒

624‒

3‒

6
（
図
2‒

3
）﹈
は
、
稲
生
〔
一
九
三
七
〕
に
よ
る

サ
ハ
リ
ン
出
土
石
斧
の
分
類
で
は
1A
や
1B
類
に
相
当
し
、
平
面
が
長
方
形
・
台
形
に

ち
か
く
扁
平
と
な
る
石
斧﹇
A‒

624‒

3‒

4（
図
2‒

1
）、A‒

624‒

3‒

5（
図

2‒

2
）﹈は
四
類
、撥
形
と
な
る
比
較
的
扁
平
な
両
刃
石
斧﹇
A‒

624‒

3‒

2（
図

1‒

16
）﹈
は
六
類
、
平
面
形
は
多
様
で
あ
る
が
周
囲
に
多
く
の
剥
離
痕
を
有
す
る

も
の
﹇
A‒

624‒

3‒

7
（
図
2‒

4
）﹈
は
七
類
に
対
比
で
き
る

）
1
（

（
図
4
）。
石
斧

の
詳
細
な
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
土
器
が
出
土
す
る
遺

跡
か
ら
岩
石
の
種
類
や
形
態
学
的
特
徴
の
類
似
す
る
資
料
が
多
数
出
土
し
て
い
る
こ

と
を
考
慮
す
る
と
〔
新
岡
・
宇
田
川
一
九
九
二
、
サ
ハ
リ
ン
考
古
学
研
究
会
編
一
九
九
四

な
ど
〕、
石
斧
の
多
く
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
期
の
所
産
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考

え
ら
れ
る
。

ａ
．
A‒
624‒

1‒

2
（
図
1‒

1
）

　

片
岩
製
の
打
製
石
斧
で
あ
る
。
稜
線
が
不
明
瞭
に
な
っ
て
お
り
、
風
化
が
進
行
し
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図 1　分析対象（1）

1
A-624-1-2

17
A-624-3-3

16
A-624-3-2
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A-624-2-3③
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A-624-1-9
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A-624-1-10① 12

A-624-1-10②
13

A-624-2-3①
14

A-624-2-3②

9
A-624-1-8③

8
A-624-1-8②

7
A-624-1-8①

6
A-624-1-7②

5
A-624-1-7①

4
A-624-1-6

3
A-624-1-4

2
A-624-1-3
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［柳田國男旧蔵考古資料における石器の使用痕分析］……高瀬克範

9
A-624-4-4

10
A-624-4-6

8
A-624-4-2④

7
A-624-4-2③

6
A-624-4-2②

5
A-624-4-2①

4
A-624-3-7

3
A-624-3-6

2
A-624-3-5

1
A-624-3-4

図 2　分析対象（2）
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13
A-624-8-6

12
A-624-8-5

11
A-624-6-7②

10
A-624-6-7①

9
A-624-6-6②

8
A-624-6-6①

7
A-624-6-5

6
A-624-6-3②

5
A-624-6-3①

4
A-624-5-9③

3
A-624-5-9②

2
A-624-5-9①

1
A-624-5-2

16
A-624-8-10

15
A-624-8-9

14
A-624-8-8

図 3　分析対象（3）
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［柳田國男旧蔵考古資料における石器の使用痕分析］……高瀬克範

写真 1　顕微鏡写真 (1)

1　200x 2　200x

4　100x3　200x

5　100x 6　100x

8　200x7　100x
0 350㎛ 0 300㎛

（1-3，8） （4-7）
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写真 2　顕微鏡写真 (2)
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1　200x 2　100x

3　200x 4　200x

6　200x5　100x

7　200x 8　100x
0 600㎛

（2，5，8）

0 300㎛

（1，3，4，6，7）
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［柳田國男旧蔵考古資料における石器の使用痕分析］……高瀬克範

図 4　サハリン出土石斧の分類［稲生 1937］
縮尺不明，第 1 類：柱状　A. 断面正方形，B. 厚さ＞幅，C. 両端に刃部，D. 稜が頭部に達しない，E. A・B の小型品，
第 2 類：1 類の扁平幅広，第 3 類：扁平自然石，第 4 類：盤状，第 5 類：ノミ状，第 6 類：三角，第 7 類：剥離痕多，
第 8 類：局部磨製，
別類 1：遠州式石斧類似，別類 2：側面調整・刃部幅広い
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A-624-1-9

2

A-624-5-2

3

A-624-3-6

5

A-624-4-4

4

A-624-8-9

黒色物質の分布範囲

使用痕光沢面の面的な分布範囲

使用痕光沢面の分布範囲

凡例

写真 2-8

写真 1-4

写真
1-5

写真
1-8

写真 1-1～3

写真 1-6
写真 1-7

写真 2-7写真 2-6写真 2-2・3写真 2-1写真 2-4写真 2-5

図 5　分析結果
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て
い
る
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。
肉
眼
観
察
で
は
摩
耗
箇
所
や
付
着
物
は
認
め
ら
れ
な

い
。
顕
微
鏡
下
に
お
い
て
も
明
確
な
使
用
痕
光
沢
面
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

ｂ
．
A‒

624‒

1‒

3
（
図
1‒

2
）

　

刃
部
が
撥
形
に
ひ
ら
く
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
製
の
磨
製
石
斧
で
あ
る
。
長
さ
に
比
し

て
厚
さ
（
二
．八
㎝
）
が
あ
り
、
ａ
面
刃
部
付
近
に
は
使
用
に
よ
る
摩
耗
あ
る
い
は

研
磨
痕
と
考
え
ら
れ
る
痕
跡
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
大
き
な
石
斧
が
再

加
工
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
肉
眼
で
は
刃
部
付
近
お
よ
び
側
縁
に
摩

耗
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
範
囲
は
稜
線
上
の
凸
部
の
き
わ
め
て
狭
い
範
囲
に
限
定

さ
れ
て
お
り
剥
離
面
内
部
の
凹
部
に
ま
で
は
及
ん
で
い
な
い
。
顕
微
鏡
下
で
は
、
使

用
痕
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

ｃ
．
A‒

624‒

1‒

4
（
図
1‒
3
）

　

緑
色
凝
灰
岩
製
の
片
刃
の
打
製
石
斧
で
あ
る
。
A‒

624‒

1‒

2
と
同
様
に
稜
線

が
不
明
瞭
に
な
っ
て
お
り
、
風
化
が
進
行
し
て
い
る
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。
肉
眼
観

察
で
は
摩
耗
箇
所
や
付
着
物
は
認
め
ら
れ
な
い
。
顕
微
鏡
下
に
お
い
て
も
明
確
な
使

用
痕
光
沢
面
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

ｄ
．
A‒

624‒

3‒

2
（
図
1‒

16
）

　

緑
色
凝
灰
岩
製
で
、
両
刃
の
磨
製
石
斧
で
あ
る
。
肉
眼
で
は
両
側
面
に
摩
滅
が
み

と
め
ら
れ
る
が
、
顕
微
鏡
下
で
は
使
用
痕
光
沢
面
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
刃
部
に

は
、
使
用
に
よ
る
研
磨
面
の
荒
れ
は
認
め
ら
れ
た
が
、
明
確
な
使
用
痕
光
沢
面
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
。

ｅ
．
A‒

624‒

3‒

3
（
図
1‒

17
）

　

柱
状
・
片
刃
の
蛇
紋
岩
製
磨
製
石
斧
で
あ
る
。
後
・
前
主
面
相
当
面
の
ひ
ろ
い
範

囲
に
摩
耗
が
み
ら
れ
、
顕
微
鏡
観
察
で
は
後
主
面
の
一
部
に
や
や
丸
み
を
お
び
、
平

滑
な
外
観
を
呈
す
る
箇
所
が
認
め
ら
れ
た
。
使
用
痕
光
沢
面
で
あ
っ
た
可
能
性
は
否

定
で
き
な
い
が
、
表
面
が
風
化
の
た
め
か
な
り
荒
れ
て
お
り
、
か
つ
パ
ッ
チ
の
数
が

非
常
に
少
な
か
っ
た
た
め
、
使
用
痕
光
沢
面
と
認
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

顕
微
鏡
下
で
は
、
刃
部
に
も
明
確
な
使
用
痕
光
沢
面
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

ｆ
．
A‒

624‒

3‒

4
（
図
2‒

1
）

　

や
や
片
刃
気
味
と
な
る
大
型（
長
さ
一
六
．五
㎝
）の
蛇
紋
岩
製
磨
製
石
斧
で
あ
る
。

長
さ
は
一
六
㎝
以
上
あ
り
、
比
較
的
大
型
の
資
料
で
あ
る
。
肉
眼
で
観
察
可
能
な
摩

滅
が
ａ
・
ｂ
両
面
の
主
面
凸
部
に
点
在
し
て
い
る
。
顕
微
鏡
下
で
は
何
ら
か
の
物
質

と
接
触
し
た
こ
と
に
よ
る
研
磨
面
の
荒
れ
が
認
め
ら
れ
た
が
、
明
確
な
使
用
痕
光
沢

面
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
刃
部
に
は
、
他
所
に
比
し
て
表
面
が
な
め
ら
か
に
な
っ

て
い
る
箇
所
が
認
め
ら
れ
た
が
、
パ
ッ
チ
の
大
き
さ
が
二
〇
μ
m
以
下
と
き
わ
め
て

小
さ
く
明
確
な
使
用
痕
光
沢
面
と
は
認
定
で
き
な
か
っ
た
。
側
面
基
部
側
の
ご
く
小

さ
な
範
囲
に
黒
褐
色
の
付
着
物
が
認
め
ら
れ
る
が
、
主
面
や
反
対
側
の
側
面
の
対
応

す
る
位
置
に
は
同
様
の
痕
跡
は
な
い
た
め
、
こ
れ
も
確
実
な
着
柄
痕
と
断
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。

ｇ
．
Ａ‒

624‒

3‒

5
（
図
2‒

2
）

　

扁
平
な
自
然
石
を
ラ
フ
に
研
磨
し
て
仕
上
げ
ら
れ
た
砂
岩
製
の
磨
製
石
斧
で
あ

る
。
刃
部
に
は
両
面
か
ら
調
整
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
片
刃
気
味
に
な
っ
て
い
る
。

磨
製
石
斧
の
刃
部
を
再
加
工
し
た
資
料
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
肉
眼
観
察
で
は
摩

耗
・
線
状
痕
は
認
め
ら
れ
ず
、顕
微
鏡
観
察
に
お
い
て
も
使
用
痕
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
。

ｈ
．
A‒

624‒

3‒

6
（
図
2‒

3
、
図
5‒

3
）

　

全
面
が
比
較
的
入
念
に
研
磨
さ
れ
た
砂
岩
製
の
両
刃
の
磨
製
石
斧
で
あ
る
。
基
部

側
の
半
分
以
上
が
欠
損
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
断
面
が
正
方
形
に
ち
か
く
な

る
分
厚
い
資
料
で
あ
る
。
肉
眼
観
察
で
は
、
刃
部
に
対
し
て
直
交
方
向
に
は
し
る
線

状
痕
が
確
認
さ
れ
た
。
顕
微
鏡
観
察
に
よ
り
、刃
部
を
中
心
に
非
常
に
な
め
ら
か
で
、

境
界
が
明
瞭
な
使
用
痕
光
沢
面
が
み
と
め
ら
れ
た
（
写
真
2‒

1
〜
5
）。
使
用
痕

光
沢
面
は
、
ａ
面
で
は
刃
縁
か
ら
最
大
で
三
㎝
ほ
ど
、
ｂ
面
で
は
六
㎝
ほ
ど
内
部
に

は
い
っ
た
箇
所
に
ま
で
分
布
す
る
（
図
5‒

3
）。
使
用
痕
光
沢
面
は
器
体
の
内
部

ほ
ど
パ
ッ
チ
が
小
さ
く
、
ま
た
断
面
形
が
平
坦
に
な
る
。
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ｉ
．
A‒

624‒

3‒

7
（
図
2‒

4
）

　

安
山
岩
製
の
磨
製
石
斧
で
あ
る
。
器
体
は
全
面
が
入
念
に
研
磨
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
後
刃
部
・
基
部
付
近
が
剥
離
さ
れ
て
い
る
。
磨
製
石
斧
の
再
加
工
品
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
。
肉
眼
観
察
で
は
、
ａ
面
の
基
部
に
摩
滅
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
た
が
、

顕
微
鏡
下
で
は
使
用
痕
光
沢
面
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
顕
微
鏡
観
察
で
は
、
そ
の

ほ
か
の
箇
所
に
も
使
用
痕
光
沢
面
・
線
状
痕
が
み
と
め
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
研
磨

痕
が
よ
く
保
存
さ
れ
て
お
り
表
面
の
荒
れ
や
刃
部
の
ラ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
そ
の
も
の
が

明
確
に
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

ｊ
．
A‒

624‒

4‒
4
（
図
2‒

9
、
図
5‒

5
）

　

長
さ
九
．八
㎝
と
や
や
小
型
で
は
あ
る
が
、
蛤
刃
を
有
す
る
透
閃
石
製
の
磨
製
石

斧
で
あ
る
。
顕
微
鏡
下
で
は
使
用
痕
は
み
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
（
写
真
2‒

8
）、

肉
眼
で
は
黒
色
物
質
が
ａ
・
ｂ
両
面
の
刃
部
お
よ
び
基
部
に
付
着
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
（
図
5‒

5
）。
中
央
部
に
は
黒
色
物
質
は
付
着
し
て
い
な
い
。

ｋ
．
A‒

624‒

4‒

6
（
図
2‒

10
）

　

蛇
紋
岩
製
の
磨
製
両
刃
石
斧
で
あ
る
。
資
料
表
面
の
風
化
が
い
ち
じ
る
し
い
。
肉

眼
観
察
・
顕
微
鏡
観
察
の
い
ず
れ
に
よ
っ
て
も
使
用
痕
は
観
察
さ
れ
な
か
っ
た
。

ｌ
．
A‒

624‒

5‒

9
①
（
図
3‒

2
）

　

透
閃
石
製
の
小
型
の
磨
製
石
斧
で
あ
る
。
刃
部
縁
辺
に
ａ
面
か
ら
打
撃
が
く
わ
え

ら
れ
、
片
刃
気
味
の
刃
部
と
な
っ
て
い
る
。
肉
眼
観
察
で
は
摩
耗
箇
所
や
付
着
物
は

認
め
ら
れ
ず
、
顕
微
鏡
下
に
お
い
て
も
明
確
な
使
用
痕
光
沢
面
は
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。

ｍ
．
A‒

624‒

5‒

9
②
（
図
3‒

3
）

　

小
型
で
段
を
も
つ
比
較
的
扁
平
な
片
刃
の
安
山
岩
製
磨
製
石
斧
で
あ
る
。
肉
眼
観

察
で
は
明
確
な
摩
耗
箇
所
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
表
面
の
保
存
状
態
が
悪
い
わ
け
で

は
必
ず
し
も
な
い
が
、
顕
微
鏡
観
察
に
よ
っ
て
も
使
用
痕
は
一
切
確
認
で
き
な
か
っ

た
。

ｎ
．
A‒

624‒

5‒

9
③
（
図
3‒

4
）

　

小
型
で
段
を
も
つ
扁
平
・
片
刃
の
安
山
岩
製
磨
製
石
斧
で
あ
る
。
肉
眼
で
は
、
後

主
面
刃
部
に
縁
辺
に
対
し
て
直
交
方
向
の
線
状
痕
が
確
認
で
き
る
。
顕
微
鏡
下
で
も

同
様
の
線
状
痕
が
確
認
で
き
た
が
、
使
用
痕
光
沢
面
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
基
部

や
側
面
に
も
明
確
な
使
用
痕
光
沢
面
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

ｏ
．
A‒

624‒

6‒

3
①
（
図
3‒

5
）

　

種
類
不
明
の
火
山
岩
製
の
両
刃
石
斧
で
あ
る
。
主
面
・
側
面
は
敲
打
整
形
さ
れ
、

刃
面
の
み
研
磨
さ
れ
て
い
る
。
刃
部
縁
辺
は
硬
質
の
物
質
に
た
た
き
つ
け
ら
れ
た
痕

跡
が
面
的
に
残
存
し
て
お
り
、
石
斧
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
ち
に
敲
石
に
転
用
さ
れ

た
資
料
と
推
定
さ
れ
る
。
肉
眼
観
察
・
顕
微
鏡
観
察
の
い
ず
れ
に
よ
っ
て
も
使
用
痕

は
観
察
さ
れ
な
か
っ
た
。

ｐ
．
A‒

624‒

6‒

3
②
（
図
3‒

6
）

　

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
製
の
磨
製
石
斧
で
あ
る
。
刃
部
お
よ
び
基
部
は
、
欠
損
の
た
め

残
存
し
て
い
な
い
。
肉
眼
観
察
・
顕
微
鏡
観
察
の
い
ず
れ
に
よ
っ
て
も
使
用
痕
は
観

察
さ
れ
な
か
っ
た
。

ｑ
．
A‒

624‒

6‒

5
（
図
3‒

7
）

　

砂
岩
製
の
使
用
痕
の
あ
る
礫
で
あ
る
。
刃
部
が
欠
損
し
て
い
る
。
稜
線
が
不
明
瞭

で
表
面
の
風
化
が
進
行
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
肉
眼
観
察
・
顕
微
鏡
観
察
に
お

い
て
明
確
な
使
用
痕
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

ｒ
．
A‒

624‒

8‒

5
（
図
3‒

12
）

　

凝
灰
質
泥
岩
製
の
片
刃
の
磨
製
石
斧
で
あ
る
。
基
部
は
中
央
部
に
稜
線
を
も
つ
や

や
甲
高
の
つ
く
り
で
、
刃
線
は
平
面
・
断
面
と
も
に
曲
線
を
描
い
て
い
る
。
肉
眼
観

察
で
は
、
ａ
面
の
刃
部
に
線
状
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
方
向
は
刃
部
に
対
し
て
ほ
ぼ
直

交
と
み
な
し
て
よ
い
が
、
よ
り
正
確
に
は
ａ
面
の
実
測
図
で
左
上
か
ら
右
下
に
若
干

傾
斜
す
る
も
の
が
優
勢
で
あ
る
。
顕
微
鏡
下
で
は
使
用
痕
光
沢
面
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
。

国立歴史民俗博物館研究報告
第 202集　2017年 3月



151

［柳田國男旧蔵考古資料における石器の使用痕分析］……高瀬克範

ｓ
．
A‒

624‒

8‒

8
（
図
3‒

14
）

　

断
面
が
長
方
形
と
な
る
凝
灰
岩
製
の
砥
石
で
あ
る
。
両
端
が
欠
損
し
て
お
り
、
明

確
な
刃
部
が
認
め
ら
れ
な
い
。
肉
眼
・
顕
微
鏡
観
察
に
お
い
て
使
用
痕
は
ま
っ
た
く

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

ｔ
．
A‒

624‒

8‒

9
（
図
3‒

15
、
図
5‒

4
）

　

種
類
不
明
の
火
成
岩
で
製
作
さ
れ
た
小
型
・
両
刃
の
磨
製
石
斧
で
あ
る
。
基
部
が

欠
損
し
て
い
る
。
肉
眼
観
察
で
は
、
刃
縁
に
対
し
て
直
交
方
向
の
線
状
痕
が
ａ
面
に

顕
著
に
み
ら
れ
る
が
、
ｂ
面
に
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
顕
微
鏡
下
で
は
、
表
面

が
若
干
荒
れ
て
い
る
が
比
較
的
な
め
ら
か
な
使
用
痕
光
沢
面
が
ａ
・
ｂ
両
面
で
認
め

ら
れ
た
（
写
真
2‒
6
・
7
）。
使
用
痕
光
沢
面
の
分
布
範
囲
は
、
ａ
面
の
ほ
う
が

若
干
で
は
あ
る
が
よ
り
奥
に
ま
で
拡
が
る
。
使
用
痕
光
沢
面
に
と
も
な
う
線
状
痕
は

刃
部
に
対
し
て
直
交
・
平
行
方
向
が
み
と
め
ら
れ
る
が
、
直
交
方
向
が
優
勢
で
あ
る
。

ｕ
．
A‒

624‒

8‒

10
（
図
3‒

16
）

　

緑
色
凝
灰
岩
製
の
磨
製
石
斧
で
あ
る
。
刃
部
断
面
形
は
片
刃
気
味
で
、
扁
平
な
礫

を
研
磨
し
て
製
作
さ
れ
て
い
る
。
肉
眼
・
顕
微
鏡
観
察
に
お
い
て
使
用
痕
は
ま
っ
た

く
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

❸
考
察

（
一
）
石
錐
・
石
匙
の
使
用
法

　

以
下
で
は
、
使
用
痕
光
沢
面
が
認
め
ら
れ
た
資
料
に
つ
い
て
、
そ
の
使
用
法
を
よ

り
具
体
的
に
推
定
す
る
。

　

A‒

624‒

1‒

9
（
図
5‒

1
）
の
石
錐
刃
部
の
な
か
で
凸
部
に
限
定
し
て
認
め

ら
れ
た
使
用
痕
光
沢
面
は
、
Ｇ
タ
イ
プ
〔
御
堂
島
一
九
八
八
、二
〇
〇
五
〕
に
も
っ
と

も
類
似
す
る
（
写
真
1‒

1
〜
3
）。
使
用
痕
光
沢
面
の
縁
辺
の
境
界
が
非
常
に
明

瞭
で
、
削
り
と
ら
れ
た
よ
う
な
平
坦
な
外
観
を
呈
す
る
。
類
似
す
る
使
用
痕
光
沢
面

と
し
て
、
阿
子
島
・
梶
原
〔
一
九
八
一
〕
や
御
堂
島
〔
一
九
八
八
、二
〇
〇
五
〕
の
D1

タ
イ
プ
も
候
補
に
な
り
え
る
。
た
だ
し
「
溶
け
た
雪
」
状
の
段
や
彗
星
状
の
ピ
ッ
ト

が
形
成
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
認
め
ら
れ
ず
、
線
状
痕
と
直
交
す
る
ク
ラ
ッ
ク
が
存
在

す
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
や
は
り
Ｇ
タ
イ
プ
と
の
共
通
性
が

高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
現
時
点
で
貝
殻
と
の
相
関
性
が
高
い
Ｇ
タ
イ
プ
と

角
・
骨
と
の
相
関
性
が
高
い
D1
タ
イ
プ
の
ど
ち
ら
か
に
限
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
た

め
、
こ
こ
で
は
双
方
の
可
能
性
を
考
慮
し
て
お
き
た
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
被
加

工
物
は
貝
殻
も
し
く
は
骨
・
角
と
い
っ
た
硬
質
な
動
物
質
資
源
と
な
る
。
使
用
痕
光

沢
面
上
に
は
明
瞭
な
線
状
痕
が
密
に
分
布
し
て
お
り
、
そ
の
方
向
は
縁
辺
に
対
し
て

直
交
方
向
の
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
石
錐
は
貝
殻
も
し
く
は
骨
・
角
の
穿

孔
（perforating

）
に
利
用
さ
れ
た
蓋
然
性
が
き
わ
め
て
高
い
。

　

こ
れ
ま
で
旧
石
器
時
代
の
石
錐
・
錐
形
石
器
に
は
、
多
数
の
線
状
痕
〔
堤

二
〇
〇
〇
〕、
D1 

D2
タ
イ
プ
〔
鹿
又
二
〇
〇
三
〕、
Ｄ
も
し
く
は
Ｇ
タ
イ
プ
〔
高
瀬

二
〇
〇
八
ｂ
〕
が
検
出
さ
れ
て
き
て
い
る
。
弥
生
文
化
期
の
石
錐
に
は
穿
孔
だ
け
で

は
な
く
先
端
部
を
こ
す
り
つ
け
る
よ
う
な
動
作
で
利
用
し
た
資
料
も
含
ま
れ
て
い
る

が
、
線
状
痕
が
確
認
さ
れ
て
い
る
資
料
で
は
穿
孔
に
用
い
ら
れ
た
も
の
が
多
い
よ
う

で
あ
る
。
ま
た
、
確
認
さ
れ
て
い
る
使
用
痕
光
沢
面
は
Ｄ
も
し
く
は
Ｇ
タ
イ
プ
光
沢

に
類
似
す
る
も
の
が
主
で
あ
る
こ
と
か
ら
貝
殻
や
角
・
骨
へ
の
作
業
が
想
定
さ
れ
る

ほ
か
、石
な
ど
よ
り
硬
い
物
質
と
接
触
し
た
と
思
わ
れ
る
資
料
も
存
在
し
て
い
る〔
原

田
二
〇
〇
七
〕。
A‒

624‒

1‒

9
は
硬
質
頁
岩
製
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
北
地
方

や
北
海
道
南
部
の
縄
文
文
化
期
の
資
料
で
あ
る
可
能
性
が
も
っ
と
も
高
い
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
時
期
・
地
域
の
石
錐
の
使
用
痕
が
報
告
さ
れ
た
事
例
は
ま
だ
な
い
が
、

沿
岸
部
・
内
陸
部
の
遺
跡
に
か
ぎ
ら
ず
貝
殻
、
動
物
骨
や
鹿
角
の
石
錐
に
よ
る
穿
孔

は
十
分
に
想
定
で
き
る
行
為
で
あ
ろ
う
。
本
資
料
は
、
そ
う
し
た
動
物
質
資
源
の
穿

孔
に
石
錐
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
し
め
す
実
例
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
時
期
・
地

域
は
こ
と
な
る
も
の
の
先
行
研
究
で
示
さ
れ
て
き
た
石
錐
・
錐
形
石
器
の
分
析
結
果

と
も
大
き
な
齟
齬
は
な
い
。
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A‒

624‒

5‒

2
の
石
匙
（
図
5‒

2
）
に
認
め
ら
れ
た
使
用
痕
光
沢
面
は
、
阿

子
島
・
梶
原
〔
一
九
八
一
〕、
阿
子
島
〔
一
九
八
九
〕
の
Ｂ
タ
イ
プ
、
お
よ
び
そ
れ
が

発
達
し
た
Ａ
タ
イ
プ
に
比
定
さ
れ
る
（
写
真
1‒

4
〜
8
）。
植
物
と
の
相
関
性
が

高
い
使
用
痕
光
沢
面
で
あ
る
が
、
器
体
の
広
範
囲
に
お
よ
ぶ
分
布
は
そ
の
な
か
で
も

柔
ら
か
い
も
の
と
の
接
触
を
強
く
示
唆
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
木
材
と
い
う
よ
り

は
主
に
イ
ネ
科
草
本
に
対
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
線
状
痕
の
方
向

は
多
様
で
あ
る
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
操
作
方
法
で
利
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
縁
辺
に
対
し
て
平
行
・
斜
行
す
る
も
の
が
支
配
的
で
あ
る
点
は
、
切
断
・
鋸
引

き
（cutting, saw

ing
）
の
動
作
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
使
用
痕
光
沢
面
の
種
類
・
分
布
、
線
状
痕
の
方
向
は
、
縄
文
文
化

期
の
石
匙
と
の
共
通
性
が
き
わ
め
て
高
い
。
高
橋
〔
二
〇
〇
七
〕
に
よ
る
使
用
痕

分
析
結
果
に
よ
れ
ば
、
東
北
地
方
の
縄
文
早
期
〜
晩
期
の
石
匙
の
主
た
る
用
途

は
一
貫
し
て
草
本
植
物
の
切
断
・
鋸
引
き
で
あ
り
、
こ
の
傾
向
は
縦
形
・
横
形
と

い
っ
た
形
態
差
を
こ
え
て
共
通
し
て
い
る
と
い
う
。
使
用
痕
に
関
す
る
こ
の
よ
う

な
先
行
研
究
の
成
果
と
の
対
比
、
お
よ
び
硬
質
頁
岩
製
と
い
う
点
を
考
慮
す
る
と
、

A‒

624‒

5‒

2
の
石
匙
は
や
は
り
東
北
地
方
や
北
海
道
南
部
に
お
け
る
縄
文
文
化

期
の
資
料
で
あ
る
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
石
斧
の
使
用
法

　

A‒

624‒

3‒

6
の
片
刃
柱
状
磨
製
石
斧
（
図
5‒

3
）
に
は
、
阿
子
島
・
梶
原

〔
一
九
八
一
〕、
阿
子
島
〔
一
九
八
九
〕
の
Ｂ
タ
イ
プ
と
類
似
す
る
使
用
痕
光
沢
面
が

刃
部
の
比
較
的
広
い
範
囲
に
分
布
し
て
い
た
（
写
真
2‒

1
〜
3
）。
断
面
形
が
丸

み
を
お
び
、
な
め
ら
か
な
外
観
を
呈
す
る
使
用
痕
光
沢
面
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
も
や

や
平
坦
で
、
表
面
が
荒
れ
た
使
用
痕
光
沢
面
も
混
在
し
て
い
る
が
（
写
真
2‒

4
）、

こ
れ
は
高
瀬
〔
二
〇
〇
七
〕
分
類
の
三
類
に
比
定
さ
れ
る
。
こ
の
類
型
は
、
斎
野

〔
一
九
九
八
〕
に
よ
る
Ia
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｂ
タ
イ
プ
と
三
類
は
と
も
に
植

物
と
の
接
触
に
よ
っ
て
生
じ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
側
面

を
の
ぞ
く
刃
部
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
被
加
工
物
は
柔
ら
か
い
草
本
で
は
な

く
き
わ
め
て
高
い
確
率
で
木
材
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

使
用
痕
光
沢
面
の
ひ
ろ
が
り
は
ａ
・
ｂ
面
で
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
ｂ
面
で
ひ

ろ
く
、
ａ
面
で
せ
ま
い
。
線
状
痕
は
刃
縁
に
対
し
て
直
交
方
向
の
た
め
、
ｂ
面
を
後

主
面
と
す
る
木
材
加
工
用
の
横
斧
と
し
て
の
利
用
が
考
え
ら
れ
る
。こ
の
ほ
か
に
も
、

ｂ
面
が
左
主
面
と
な
る
伐
採
用
の
縦
斧
と
し
て
の
想
定
も
で
き
な
く
は
な
い
。
し
か

し
、
こ
の
場
合
は
ｂ
面
に
お
い
て
線
状
痕
が
左
上
か
ら
右
下
に
や
や
傾
く
は
ず
で
あ

る
が
、
実
物
に
は
こ
う
し
た
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ｂ
面
が
後
主
面

に
な
る
よ
う
に
膝
柄
に
装
着
さ
れ
、
木
材
加
工
用
に
用
い
ら
れ
た
横
斧
で
あ
る
と
推

定
で
き
る
。

　

A‒

624‒

8‒

9
（
図
5‒

4
）
の
刃
部
に
は
ａ
・
ｂ
両
面
に
若
干
表
面
の
凹
凸

が
目
立
つ
が
比
較
的
滑
ら
か
で
、
縁
辺
に
丸
み
を
も
ち
な
が
ら
も
全
体
と
し
て
は
平

坦
な
外
観
を
呈
す
る
使
用
痕
光
沢
面
が
分
布
し
て
い
た
（
写
真
2‒

7
）。
や
は
り
、

高
瀬
〔
二
〇
〇
七
〕
に
よ
る
分
類
の
三
類
に
よ
く
類
似
し
て
い
る
。
木
材
に
対
し
て

利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
。
線
状
痕
は
刃
縁
に
対
し
て
直
交
方
向

が
優
勢
で
あ
り
、
な
お
か
つ
ａ
面
の
ほ
う
で
発
達
し
て
い
る
。
ａ
面
を
後
主
面
と
す

る
横
斧
と
し
て
利
用
さ
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。
基
部
が
欠
損
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
着
柄
痕
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

A‒

624‒

4‒

4
の
蛤
刃
を
も
つ
磨
製
石
斧
（
図
5‒

5
）
に
は
、
顕
微
鏡
下
で

は
使
用
痕
光
沢
面
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
（
写
真
2‒

8
）、
肉
眼
で
黒
色
物
質

の
付
着
が
認
め
ら
れ
た
。
黒
色
物
質
は
刃
部
お
よ
び
基
部
に
付
着
し
て
お
り
、
器
体

の
中
央
部
に
は
分
布
し
て
い
な
い
。
黒
色
物
質
の
由
来
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
不

明
で
あ
る
が
、そ
の
分
布
範
囲
が
柄
か
ら
は
み
出
し
て
露
出
し
て
い
た
部
分
で
あ
り
、

そ
れ
が
み
ら
れ
な
い
範
囲
が
柄
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
て
い
た
部
分
で
あ
る
と
す
る
と
、

こ
の
石
斧
は
直
柄
に
装
着
さ
れ
た
縦
斧
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
木
で

製
作
さ
れ
て
い
た
と
予
測
さ
れ
る
直
柄
の
幅
は
、
黒
色
物
質
が
み
ら
れ
な
い
範
囲
か
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［柳田國男旧蔵考古資料における石器の使用痕分析］……高瀬克範

器 種 点数 ％

石鏃 4 9.3 

尖頭器 6 14.0 

石匙 1 2.3 

石錐 1 2.3 

削器 1 2.3 

楔形石器 2 4.7 

二次加工剥片 3 7.0 

剥片 4 9.3 

磨製石斧 16 37.2 

打製石斧 3 7.0 

砥石 1 2.3 

使用痕のある礫 1 2.3 

計 43 100.0 

表 2　柳田國男旧蔵考古資料の石器の組成

ら
お
お
よ
そ
四
〜
五
㎝
と
推
察
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
続
縄
文
文
化
前
半
の
北
海
道

で
は
同
様
の
蛤
刃
を
も
つ
両
刃
石
斧
が
、
縦
斧
と
し
て
伐
採
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
が

判
明
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
〔
高
瀬
二
〇
〇
八
ａ
〕。
こ
の
資
料
の
両
側
面
に
は
高
瀬

三
類
の
使
用
痕
光
沢
面
が
み
と
め
ら
れ
、
着
柄
痕
の
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

A‒
624‒

4‒

4
の
出
土
地
域
・
所
属
時
期
は
不
明
で
は
あ
る
が
、
こ
の
資
料
と
類

似
し
た
使
用
方
法
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

使
用
痕
が
み
と
め
ら
れ
た
石
斧
の
う
ち
、
A‒

624‒

3‒

6
に
は
「
ソ
ロ
イ
ヨ
フ

カ
」
の
ラ
ベ
ル
が
み
ら
れ
、
岩
石
や
技
術
形
態
か
ら
み
て
も
サ
ハ
リ
ン
南
部
出
土
資

料
で
あ
る
こ
と
が
確
実
視
で
き
る
。
高
倍
率
法
に
よ
る
サ
ハ
リ
ン
出
土
石
器
の
使
用

痕
分
析
は
、
本
稿
が
初
例
と
考
え
ら
れ
る
。
サ
ハ
リ
ン
出
土
の
石
器
に
つ
い
て
も
使

用
痕
分
析
の
有
効
性
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
今
後
は
本
手
法
を
も
ち
い
て
新
石
器
時

代
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
な
ど
の
経
済
の
解
明
に
役
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（
三
）
石
器
資
料
の
評
価

　

柳
田
國
男
旧
蔵
考
古
資
料
に
ふ
く
ま
れ
る
石
器
全
点（
四
三
点
、装
飾
品
・
自
然
礫
・

コ
ハ
ク
を
の
ぞ
く
）
の
組
成
は
表
2
の
と
お
り
で
あ
る
。
尖
頭
器
（
一
四
％
）
や
磨

製
石
斧（
約
三
七
％
）が
高
い
比
率
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
に
比
べ
て
剥
片
は
約
九
％

と
少
な
く
、石
核
も
な
い
。い
わ
ゆ
る
ト
ゥ
ー
ル
が
七
割
以
上
を
し
め
る
構
成
と
な
っ

て
い
る
点
、
多
様
な
地
域
・
遺
跡
の
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
点
か
ら
考
え
て
も
、
人

為
的
な
選
択
が
は
た
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

顕
微
鏡
観
察
に
よ
れ
ば
、
総
点
数
の
約
九
％
に
あ
た
る
四
点
の
資
料
で
使
用
痕

光
沢
面
が
検
出
さ
れ
た
。
い
っ
ぽ
う
で
、
と
く
に
石
斧
の
な
か
に
折
れ
面
も
ふ

く
め
器
体
全
体
で
風
化
が
進
行
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
数
多
く
認
め
ら

れ
た
。
た
と
え
ば
、
A‒

624‒

1‒

2
（
図
1‒

1
）、
A‒

624‒

1‒

4
（
図

1‒

3
）、
A‒

624‒

3‒

3
（
図
1‒

17
）、
A‒

624‒

4‒

6
（
図
2‒

10
）
の

ほ
か
、「
使
用
痕
の
あ
る
礫
」
で
は
あ
る
が
A‒

624‒

6‒

5
（
図
3‒

7
）
に

は
、
稜
線
の
鈍
化
な
ど
か
ら
肉
眼
で
も
確
認
で
き
る
風
化
が
確
認
さ
れ
た
。
ま

た
、
A‒

624‒

3‒

2
（
図
1‒

16
）、
A‒

624‒

3‒

7
（
図
2‒

4
）、

A‒

624‒

5‒

9
③
（
図
3‒

4
）、
A‒

624‒

8‒

5
（
図
3‒

12
）
に
は
肉
眼

観
察
で
摩
耗
や
線
状
痕
が
認
め
ら
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
顕
微
鏡
下
で
は
使
用
痕
光

沢
面
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
や
は
り
、
風
化
に
よ
る
表
面
変
化
に
よ
っ
て
使
用

痕
光
沢
面
が
失
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
の
剥
片
石
器
は
、
お
お
む
ね
使

用
痕
光
沢
面
の
観
察
が
可
能
な
程
度
に
は
石
器
表
面
は
良
好
な
状
態
に
保
た
れ
て
い

た
。
だ
が
、
不
自
然
に
新
鮮
な
表
面
と
思
わ
れ
る
資
料
は
な
く
、
先
史
時
代
の
遺
跡

か
ら
出
土
し
た
石
器
と
同
程
度
の
軽
度
の
風
化
は
被
っ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
あ
っ

た
。

　

以
上
の
と
お
り
、（
一
）
実
際
に
使
用
痕
光
沢
面
が
確
認
さ
れ
た
資
料
が
あ
り
、

そ
れ
ら
は
既
知
の
被
加
工
物
運
動
方
向
と
共
通
性
が
高
い
こ
と
、（
二
）
石
斧
の
な

か
に
は
器
体
全
体
が
風
化
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
、（
三
）
石
斧
の
な
か
に
肉

眼
で
光
沢
や
線
状
痕
が
確
認
さ
れ
た
と
し
て
も
、
顕
微
鏡
下
で
は
使
用
痕
光
沢
面
が

確
認
さ
れ
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
、（
四
）
剥
片
石
器
の
顕
微
鏡
観
察
に
よ
る
と
不

自
然
に
新
鮮
な
面
を
有
し
て
い
る
資
料
は
な
く
、
通
常
の
出
土
資
料
の
よ
う
な
軽
度

の
風
化
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
考
古
学
的
遺
跡
か
ら
採
集
さ
れ
た
資
料
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（
1
）　

稲
生
〔
一
九
三
七
〕
が
図
示
し
た
栄
浜
町
観
喜
寺
裏
遺
跡
出
土
石
斧
に
は
、
図
の
縮
尺
が
明

示
さ
れ
て
い
な
い
。
本
資
料
は
「
馬
場
脩
氏
所
蔵
」
で
あ
る
た
め
、
馬
場
脩
が
収
集
し
た
考

古
資
料
の
再
検
討
に
よ
っ
て
今
後
縮
尺
を
明
ら
か
に
で
き
る
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
馬

場
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
栄
浜
出
土
の
石
鏃
・
石
槍
な
ど
は
あ
る
も
の
の
、
現
時
点
で
該
当
す

る
石
斧
は
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
〔
市
立
函
館
博
物
館
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九
九
四
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あ
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本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
石
器
資
料
は
、
出
土
地
や
入
手
の
経

緯
が
不
明
な
も
の
が
多
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
贋
作
は
含
ま
れ
て

い
な
い
と
判
断
で
き
る
。

お
わ
り
に

　

柳
田
國
男
旧
蔵
考
古
資
料
に
含
ま
れ
る
四
三
点
の
石
器
に
つ
い
て
使
用
痕
分
析

を
実
施
し
た
結
果
、
石
匙
一
点
（
A‒

624‒

5‒

2
、
出
土
地
不
明
）、
石
錐
一
点

（
A‒

624‒

1‒
9
、
出
土
地
不
明
）、
磨
製
石
斧
二
点
（
A‒

624‒

3‒

6
、
ソ
ロ

イ
ヨ
フ
カ
出
土
お
よ
び
A‒
624‒

8‒

9
、
出
土
地
不
明
）
の
四
点
に
明
確
な
使
用

痕
光
沢
面
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
磨
製
石
斧
一
点
（
A‒

624‒

4‒

4
、
出

土
地
不
明
）
の
刃
部
及
び
基
部
に
黒
色
物
質
の
付
着
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
石

錐
は
硬
質
の
動
物
質
資
源
（
貝
殻
ま
た
は
角
・
骨
）
の
穿
孔
に
用
い
ら
れ
た
と
推
定

さ
れ
、
石
匙
は
イ
ネ
科
草
本
や
木
の
切
断
・
鋸
引
き
に
用
い
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
た
。

磨
製
石
斧
は
す
べ
て
、
木
に
対
し
て
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
縦
斧
と
し
て
用
い

ら
れ
た
も
の
と
横
斧
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
の
双
方
が
含
ま
れ
て
い
る
。
石
器
組

成
の
な
か
で
ト
ゥ
ー
ル
が
多
い
点
か
ら
み
て
、
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
人
為
的
な
選

択
が
つ
よ
く
働
い
て
い
る
。
ま
た
、
使
用
痕
の
存
在
や
器
面
の
表
面
変
化
の
状
況
か

ら
、
資
料
に
贋
作
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
。
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Use-wear Analysis of Stone Tools in Kunio Yanagita’s Collection Preserved 
in the National Museum of Japanese History

The purpose of this study is to reveal functions and uses of stone tools in Yanagita collection 

housed in the National Museum of Japanese History through the lithic use-wear analysis (the high-

power approach). In addition, a test of the authenticity of these materials using the method is also a 

purpose of this study. Specimens of this study are all chipped and ground stone tools (43 artifacts) 

except accessories such as beads, natural pebbles and amber fragments. As a result of analysis, 

following points were clarified.

1) The use-wear polish was detected on four specimens: a knobbed stone knife (#A-624-5-2, 

provenance unknown), a drill (#A-624-1-9, provenance unknown), two ground stone axes (#A-624-3-6, 

Solov’yovka in Southern Sakhalin; #A-624-8-9, provenance unknown). Furthermore, black substance 

distributes on the edge and base of a ground stone axe (#A-624-4-4, provenance unknown). 

2) A drill is likely to have been used for perforating shell or bone/antler. 

3) A knobbed stone knife is estimated to have been used for cutting/sawing grass plant and wood.

4) Worked material of ground stone axes is evaluated as wood. We believe that an axe was used for 

felling, and an adze was used for processing wood.

5) The composition of stone tools showing high ratio of major tool types strongly suggests that 

specimens were collected selectively.

6) The existence of the use-wear polish, striations, and surface alteration indicate that stone tools in 

this collection are genuine prehistoric artifacts.

  This study is the first instance of the lithic use-wear analysis of stone tools from Sakhalin. As 

we recognized the effectiveness of this method in this region, it will play an important role to reveal 

prehistoric resource use in the future.

Key words: Kunio Yanagita, lithic use-wear analysis, Sakhalin, Okhotsk Culture

TAKASE Katsunori

Bulletin of the National Museum of Japanese History
　Vol. 202 March 2017


